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令和８年度 第２３回 入学式
９日（木）には、新１年生の「入学式」を行いました。

元気な新１年生１９名が新たに麻生学園小学校の仲間にな
りました。入学式の中では、担任の有冨先生の呼名に、元
気よく「ハイ！」と返事をすることが出来ました。新入生
代表のＡ・ＷさんとＥ・Ｙさんが入学に際しての思いを立
派に発表してくれました。

また、在校生の代表として参加した５年生は、新１年生
を「おめでとうございます！」の言葉で迎えてくれました。
６年生は、１年生の教室で一人一人の子のお世話をしたり楽しくお話をしたりするなど安心できる
ようにかかわりをを深めてくれていました。式の中では、在校生代表のＵ・Ｍさんが、麻生学園小
学校での生活の楽しさや学習の充実感をしっかり伝えてくれました。

１年生の皆さんは、期待を胸に学校生活を送っていることでしょう。これから全校のみんなで仲
良くしっかりと過ごしてほしいと思います！

お 知 ら せ

○駐車場での子ども過ごし方
お子様の登下校時、送迎をしてくださっている保護者の皆様、誠にあ

りがとうございます。子どもたちには、送迎いただいている保護者の皆
様への感謝の気持ちを忘れず、学校生活を頑張ってほしいと思います。

さて、そのお迎えの際にですが、駐車場で保護者の皆様同士でお話さ
れている間に、子どもたちが駐車場内を走ったり、遊んでいた土手から
飛び出してきたりしている様子が見られています。駐車場は、車が行き
交う場所なので大変危険です。以前、お願いしていたこともありますが、お迎えの際には、子ど
もたちを駐車場で遊ばせることなく、出来ましたら速やかにお子様をお送りいただければと思い
ます。何卒よろしくお願い致します。

始業式での話から

○学校は何のため？
６日（月）に行いました「始業式」の中で、「“学校”は

何をするところ？」と子ども達に問いかけながら、私なり
に考えて次の２つのことを子ども達にお話しました。

一つは「“勉強”をするところ」です。勉強するには教
える“先生”と、学ぶ“生徒”が必要です。そして、それ
ぞれが心がけなければならない内容があるはずです。

先生は「みんなが分かるようにしっかり準備して授業に
望むことが大切です。

生徒(児童)は、
「身構え(読む姿勢・書く姿勢・座り方等))」
「物構え(忘れ物無し・宿題の提出・机上や棚の整理等)」
「心構え(お話する人を見る・周りに迷惑をかけず静かに

する・お話の内容をしっかり聞く等）」
を大切に学んでほしいと思います。そのことはきっと、「進
学小学校」としての本分である“志望校合格”につながる
ことでしょう。

もう一つは「“社会性”を身につけるところ」です。人はこの世に生を受けて、周りとのかか
わりをもたず、自分勝手に過ごしたまま社会に出たらどうなるでしょう。
「無理が通れば、道理が引っ込む（自分勝手が許されると、正しいことが失われる）」と言わ

れるように社会は乱れてしまうことでしょう。子どもたち一人一人が、社会に適応し、自分のよ
さを伸ばし、社会に貢献するための「社会性」を身につけることが“学校”の大きな使命の一つ
だと思います。そして、そのために
「友達をはじめとする他者との関係づくり」
「他者と力を合わせるよさの実感」
「集団生活のルールを守る大切さ」を学んでいくことになります。

子ども達には、これからスタートする令和８年度の１年間を「“学校”は何をするところ？」
の答えである「“勉強”をするところ」「“社会性”を身につけるところ」を少し意識しながら、
生活してほしいと思います。


